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 2 ― 1　研究参加者 





























 　本章では，3 ― 1「ライフストーリーに関する語り」，3 ― 2「『働くことの意味』に関する語り」の
順でインタビューの分析結果および考察を示す。 
 3 ― 1　ライフストーリーに関する語りの分析 
 　以下では，Sの語りの筆者による要約を 斜体  で示し，本文中でのSの発言の引用は〈〉で括っ
て示す。 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 3 ― 3　キャリア教育科目への示唆と今後の課題 
 　本論の分析結果から得られるキャリア教育への示唆を述べる。 
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